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システム要件

ハードウェア要件

説明要件

Cisco HyperFlex M5コンバージドノード：

•すべてのフラッシュ—Cisco HyperFlex
HXAF240c M5、HXAF220c M5

•ハイブリッド—Cisco HyperFlex HX240c
M5、HX220c M5

Cisco HXデータプラットフォームサーバ

CiscoUCSファブリックインターコネクト (FI)
6200および 6300

4.0 (1b)以降、Cisco UCSファブリックイン
ターコネクト (FI) 6400

Cisco UCSファブリックインターコネクト
（FI）

Microsoft Hyper-Vのソフトウェア要件
ソフトウェア要件には、互換性のある Cisco HyperFlex Systems（HX）コンポーネントおよび
Microsoft Hyper-V (Hyper-V)コンポーネントのバージョンを使用していることを確認するため
の検証が含まれています。
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HyperFlexソフトウェアのバージョン

HXコンポーネント（Cisco HX Data Platformインストーラ、Cisco HX Data Platform、および
Cisco UCSファームウェア）は、別個のサーバにインストールされます。HXストレージクラ
スタ内で使用される各サーバの各コンポーネントに互換性があることを確認します。

• Cisco HyperFlex M5コンバージドノード:ハイブリッド (Cisco HyperFlex HX240c M5、
HX220c M5)およびすべてのフラッシュ (Cisco HyperFlex HXAF240c M5、HXAF220c m5)
について、Cisco UCS Manager 4.0 (2b)がインストールされていることを確認します。HX
4.0 (1a)は、すべての NVMe (HXAF220C M5SN)ノードで Hyper-vをサポートしていませ
ん。インストール要件および手順に関する詳細は、『Microsoft Hyper-Vの Cisco HyperFlex

システムインストールガイド』を参照してください。

表 1 :サポートされている Hyper-V上のM5サーバ HyperFlexソフトウェアのバージョン

M5推奨サーバファームウェアHyperFlexリリース

4.0 (4h)4.0(2b)

4.0 (4g)4.0(2a)

4.0 (4e)4.0(1b)

4.0 (4e)4.0(1a)
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表 2 :サポートされるMicrosoftソフトウェアバージョン

バージョンMicrosoftコンポーネント

Windows Server 2016Datacenterコアおよびデス
クトップエクスペリエンス。

Windows Server 2016 Datacenter Core
&Desktop Experienceでは、Windows
2016 ISOイメージは少なくとも
Update Build Revision (UBR) 1884であ
る必要があります。

（注）

Windows Server 2019 Datacenter-デスクトップ
の体験は、HXDP4.0.1 (a)以降からサポートさ
れています。

Windows Server 2019 Desktop
Experienceでは、Windows 2019 ISO
イメージは少なくとも Update Build
Revision (UBR) 107である必要があ
ります。

（注）

Windows Server 2019 Datacenter-Coreは現在サ
ポートされていません。

また、以下は現在サポートされていないこと

に注意してください。

ISOおよび Retail ISOをアクティベートした
OEMは現在サポートされていません。

Windows 2012r2などのWindowsサーバの以前
のバージョンはサポートされていません。

ISOの英語以外のバージョンはサポートされ
ていません。

Windowsオペレーティングシステム（Windows
OS）

Windows 2012以降のドメインおよびフォレス
ト機能レベル

Active Directory

サポートされているMicrosoftライセンスエディション

1個以上のHyperFlexホストにインストールされているMicrosoft Windowsサーバのバージョン
は、『Microsoftライセンス取得』に記載されているMicrosoftライセンス要件に従ってライセ
ンスが取得されている必要があります。
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ネットワークサービス

説明[ネットワークサービス（Network Service）]

Microsoftアクティブディレクトリおよびアク
ティブディレクトリ統合DNSは、HXプラッ
トフォームに必要です。

スタンドアロンDNSサーバはサポートされて
いません。非WindowsDNSサーバはサポート
されていません。

DNS

コントローラ VMおよびホスト間で時間が同
期されていることを確認します。そのため、

アクティブディレクトリ時間同期エンジンを

使用します。

HX Data Platformインストーラにプ
ロンプトされたら、NTPサーバとし
てアクティブディレクトリドメイ

ン名を使用するようにしてくださ

い。

注目

Hyperflexクラスタ内のすべての
Active Directoryサーバをネストしな
いでください。Active Directoryは
Hyperflexクラスタの外部に存在する
必要があります。これにより、クラ

スタで問題が発生した場合でも認証

を行うことができます。

（注）

アクティブディレクトリをNTPサー
バとして使用している場合、NTP
サーバがMicrosoftベストプラクティ
スに従って設定されていることを確

認してください。詳細については、

『Windows Time Service Tools and
Settings』を参照してください。NTP
サーバが適切に設定されていない場

合、同期が行われず、クライアント

側で時間同期を修正する必要が発生

する可能性があります。詳細につい

ては、『Synchronizing ESXi/ESX time
with a Microsoft Domain Controller』
を参照してください。

（注）

NTP
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https://docs.microsoft.com/en-us/windows-server/networking/windows-time-service/windows-time-service-tools-and-settings
https://docs.microsoft.com/en-us/windows-server/networking/windows-time-service/windows-time-service-tools-and-settings
https://kb.vmware.com/s/article/1035833
https://kb.vmware.com/s/article/1035833


ポート要件

ネットワークがファイアウォールの背後にある場合、標準的なポート要件の他に、Microsoftで
は Hyper-V Managerと Hyper-Vクラスタ用のポートが推奨されています。次のファイアウォー
ルポートが開いていることを確認します。

使用法方向プロトコルポート番号

HX Data Platformインス
トーラ

着信HTTP/TCP80

HX Data Platformインス
トーラ

着信HTTPS /TCP443

hx-ext-mgmt IPプール（HX
ノードあたり 1個の IP）

着信仮想キーボード/
ビデオ/マウス
（vKVM）/TCP

2068

HX Data Platformインス
トーラ

受信/送信SSH/TCP22

受信/送信POP3/TCP110（安全な POP
ポートは TCP 995
です）

受信/送信IMAP4/TCP143（安全な
IMAPポートは
TCP 993です）

メールサーバ発信SMTP/TCP25

DNS発信DNS/TCP/UDP53（外部ルック
アップ）

NTP発信NTP/UDP123

SNMP着信SNMPポーリング161

SNMP発信SNMPトラップ162

HX Data Platformインス
トーラ

着信TCP8089

HXコントローラ VM着信SMB 2445

HX CLI、HX Connect受信/送信HTTP/TCP5986
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注意事項と制約事項
MicrosoftHyper-Vインストール時に最適なエクスペリエンスは、以下の特定のガイドラインに
従う必要があります。

• Microsoft SystemCenter 2016VirtualMachineManager (WindowsVMM2016)評価版にHyperFlex
ノードを追加すると、エラーが発生します。この問題を解決するには、Microsoftヘルプ
記事 を参照してください。

•次の機能は現在のリリースでサポートされていません。

• SEDドライブ

•ネイティブ複製

• Cisco HyperFlex Edge

•ストレッチクラスタ

• Intersightベースの展開

• LAZおよびスケール 8以上のノード

• HX M4ハードウェア

•共有 VHDX/VHDセット

•一時停止状態ではないクラスタノード上で、Hyper-VReadyClone PowerShellスクリプ
トのみを使用します。

インストール前のタスク概要
以下がインストールされており、HyperFlexをインストールおよび展開する前に設定されてい
ることを確認します。

説明タスク

Cisco HyperFlexノードの設置を参照してくだ
さい。

Cisco UCSファブリックインターコネクト
セットアップを含むHyperFlexノードのラッ
ク

Cisco UCSマネージャバージョン 4.0(2d)また
はそれ以降を使用していることを確認します。

最新のサポートされたリリースについては、

Cisco HXデータプラットフォームのリリース
ノート を参照してください。

Cisco UCSマネージャバージョンの確認
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https://support.microsoft.com/en-us/help/4041074/update-rollup-4-for-system-center-2016-virtual-machine-manager
https://support.microsoft.com/en-us/help/4041074/update-rollup-4-for-system-center-2016-virtual-machine-manager
b_Cisco_HyperFlex_Systems_Installation_Guide_for_Microsoft_HyperV_4_0_chapter9.pdf#nameddest=unique_4
https://www.cisco.com/c/en/us/support/hyperconverged-systems/hyperflex-hx-data-platform-software/products-release-notes-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/hyperconverged-systems/hyperflex-hx-data-platform-software/products-release-notes-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/hyperconverged-systems/hyperflex-hx-data-platform-software/products-release-notes-list.html


説明タスク

非ネイティブのVLANに対応するように、アッ
プストリームスイッチを設定します。Cisco
HXData Platformインストーラは、デフォルト
で VLANを非ネイティブに設定します。

VLANの確認

インストールの DNS Aおよび PTRレコード
を追加する必要があります。を参照してくだ

さい。 DNSレコードの追加（7ページ）

DNSレコードの追加

を参照してください。制限された委任の有効

化（7ページ）
アクティブディレクトリのドメイン管理者を

設定する。

DNSレコードの追加
インストールの前に、DNS Aレコードと PTRレコードを追加して、インストールの失敗を回
避する必要があります。

説明デバイス

各ホストについて、Aレコードと PTRレコー
ドを追加します。

Hyper-Vホスト

Aレコードのコントローラ VM IPアドレス。
これは管理 IPネットワーク上の eth0です。

コントローラノード

Windowsフェールオーバークラスタオブジェ
クト。

Windowsフェールオーバークラスタ

クラスタ管理 IPアドレス。HX接続 UI

PowerShellコマンドとして表示されるレコード (ご使用の環境で直接実行する)については、こ
のガイドの「DNSレコード」セクションを参照してください。

制限された委任の有効化

制限された委任を有効にするために、このトピックの手順を完了する必要があります。

制限された委任は、アクティブディレクトリに対してコンピュータを参加させるために使用し

ます。HX Data Platformインストーラを介して制限された委任情報を提供します。制限された
委任は、手動で作成されたサービスアカウントを使用します。例: hxadmin。このサービスア
カウントはアクティブディレクトリにログインし、コンピュータを参加させ、HyperFlexスト
レージコントローラ VMから認証を実行するために使用されます。アクティブディレクトリ
コンピュータアカウントは、以下を含む HyperFlexクラスタのすべてのノードに適用されま
す。
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• Hyper-Vホスト

• HyperFlexストレージコントローラ VM

• Hyper-Vホストクラスタの名前欄

• HyperFlexクラスタのサーバメッセージブロック（SMB）共有の名前欄

手順

ステップ 1 HXアカウントとして hxadmin ドメインユーザアカウントを作成します。

ステップ 2 アクティブディレクトリ（AD）の組織単位（OU）を作成します。例：HyperFlex。

a) アクティブディレクトリユーザとコンピュータ管理ツールを使用して、OUを作成しま
す。[表示 >詳細機能]を選択して詳細機能を有効にします。作成した OUを選択します。
たとえば、HyperFlex >プロパティ >属性エディタ。

b) OUで識別される名前属性を探し、HX Data Platformインストーラウィザードの [制限され
た委任]ウィザードで要求されるように情報を記録します。値は次のようになります。
OU=HyperFlex,DC=contoso,DC=com。

Get-ADOrganizationalUnitコマンドレットを使用して、組織ユニット（OU）オブジェクト
を取得するか、検索を実行して複数の OUを取得します。

Get-ADOrganizationalUnit
[-AuthType <ADAuthType>]
[-Credential <PSCredential>]
-Filter <String>
[-Properties <String[]>]
[-ResultPageSize <Int32>]
[-ResultSetSize <Int32>]
[-SearchBase <String>]
[-SearchScope <ADSearchScope>]
[-Server <String>]
[<CommonParameters>]

ステップ 3 アクティブディレクトリユーザとコンピュータ管理ツールを使用して、新しく作成されたOU
の hxadminユーザーに完全な権限を付与します。詳細機能が有効になっていることを確認しま

す。そうでない場合は、手順 2に戻ります。

a) 作成した OUを選択します。たとえば、[HyperFlex] > [プロパティ (Properties)] > [セキュ
リティ (Security)] > [詳細 (Advanced)]。

b) [所有者の変更]を選択し、hxadminユーザを選択します。

c) [詳細 (Advanced)]ビューで [追加 (Add)]をクリックします。

d) 方針を選択肢、hxadminユーザを選択します。次に、[完全な制御]を選択し、[OK]をク
リックします。

インストール前のチェックリスト

8

インストール前のチェックリスト

制限された委任の有効化


	インストール前のチェックリスト
	システム要件
	Microsoft Hyper-V のソフトウェア要件
	ネットワーク サービス
	ポート要件

	注意事項と制約事項
	インストール前のタスク概要
	DNS レコードの追加
	制限された委任の有効化



